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1 ． は じ め に

　 「 郷 k の 古 環 境 に っ い て 知 り た い 。　」 と い う

意 欲 の 高 い こ と が．五 色 台 築 団 学 習 の 調 査 か ら

わ か っ た。古 環 境 を 椎定 す る 上 で 、 化 石 は 重要

な 資 料 と な り、 こ の 内 容 は 瓢 学 習指 導要領 に も

記 戟 さ れ て い る。幸 い 、本 県 に は 材 化 石 ・球 果

化 石 等 を 多 産 す る 第 三 紀 鮮 斬 世 の 湖 沼 性 堆 積 物

で あ る 三 質 層 郡 が 分 布 し．て い る。

　．筆 者 は ． 化 石 学 習 に 地 域 の 自 然 を 使 っ た 教材

化 の 必 要 性 を 感 じ、 産 出 騒 が 多 く
一
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徒 が 触 れ ら れ る 大 型 埴 物 化 石 を 中 心 素 雀イと し た

教 t’t開 発 を 試 み た。　ま た 、　学 習 素 材 と し て 扱 う

Hl ヒciの 資 辮 を 得 る こ と と 教 桝 と し て 扱 う 地 城

の 選 定 の た め、本 層 群 の 露 出 地 を 調査 し た 。

9 ，研 究 の す す め 方

（n 基 礎 調 査

　 県 内 の 本 層 群 か ら 産 出 す る 材 化 石 の 種 類 と 産

出 届 及 び 露 頭 の 状 態 や 規 模 等 を 調 べ る。

C2） 教 材 の 開 発 と 実 践 ・評 価

　 ア 1
．
1標 と 主 題 の 設 定 　 イ 学 習 シ

ー トの 開 発

　ウ 学 習 の 実践 と 評 懾

3 ．　結 果 と 考 察

〔D 基 礎 調 査

　 香 南 町 岡 地 域 の 本 層 群 及 び そ の 他 7 地 点 の 露

頭 を 調 査 し、　ト ウ ヒ 属． メ 々 セ コ イ ア 属 ま た は

ヒ ノ キ 属、 モ ミ 属 ．　トガ サ ワ ラ 属．　ト ネ リ コ 属 、

ツ ss キ 属 の 将 化 石 と そ の 産 出 層 を 確 認 し た 。

（2） 教 材 化 に つ い て

〔：D1 ，1標 と 主 題 の 設 定

．主 題 　 ア 　 三 難 層 群 の 地 層 を 調 べ よ う

　 　 　 イ 　 ）k材 の 化 石 を 調 べ よ う

　 　 　 ウ 　 化 石 か ら 200 万 年 前 の 香 川 県 の 様 子 を

　 　 　 　 想 像 し て み よ う

◎ 学 習 シ ー ト の 開 発

  学 習 の 寅 践 と 評 価

　 中 学 2 年 生 を 対 象 に、館 内 で 学 習 を 実 践 し た。

婁 1 に．主 題 「 木 材 の 化 石 を 調 べ よ う 」 に つ い

て の 学 習 の 流 れ を 示 す。学 醤 後、評 定 尺 度 法 で

意 識 調 ．蕊 を 行 い 、感 想 文 を 類 別 し た。

4 ．総 括

　中 学 歳 の 化 石 学 習 の た め、三 豊 贋 群 か ら 産 出

し た 大 型 埴 物 化 石 の 教 材 化 を 図 っ た。

（1）　 郷 ．．ヒの 占 環 境 推 定 に 、基 礎 調 査 で 得 た 次 の

資 料 を 使 っ た。

　 県 内 か ら、　トウ ヒ 属、 メ タ セ コ イ ア 属 法 た は

ヒ ノ キ 属、　ト ガ サ ワ ラ 属、 モ ミ 属、　トネ リ コ 属、

ツ バ キ 属 の 材 化 石 が 産 lllし、一．一枚 の 地 層 か ら ト

ウ ヒ 属 、メ タ セ コ イ ア 属 ま た は ヒ ノ キ 属、　トが

サ ワ ラ 属 が 確 認 で き た 。

（2）　 教 樗 と し て 扱 う 地 域 は、
．
香 川 県 冓 南 Ml岡 の

香東 川 河昧 が 最 適 で あ る ．

（3＞ 学 習 シ ー ト を 開 発 し． 学 習 を 実 践 し た 。 取

り 組 み も 良 く、学 習 後、郷 ヒの 生 い 立 ち 1： 対 し

て も っ 関 心 の 内 容 が 貝 体 的 に な っ た。 こ の 学 習

は 、化 石 学 習 の
・
方 法 と し て 活 用 で き る。

　 　 　 　 表 1　 学 習 の 流 れ

学 習 内 容 及 び 学 習 活 動

第 1次

 

 

次
香束川河床 （香南 町 岡地域 ）か ら木材 の 化石 が見 っ か

っ た 。
　諏 題 ：堆積当時 は どの よ うな 環 境 （気候 ）だ r｝たの

　　　 だ ろ うか 。

学 習 課 題 を　は 握 す　る 。

木の化 石か ら，当時の 環漉が わ か らな い だ ろ うか 。

鞘 覿蠍 鶲 1：現 生 蹴 分

璽 ）
個別指導

木 材 の 化石 を 調 べて み よ う。
本材組織の 観 察の ft方，プ レ パ ラ

ートの 作 り方 ＋Cっ
い て 知 らせ る。

木 材 の 化石 の 切 片を つ く り，組織を観察，ス ヶ ッ チ

す る。

第 2 次 個 別指導

［：：璽 ：の
．
＿と 比 べ て み よ う。

現生の 木材の 切 片をつ く り，組 織を観 察す る。
個別 指導
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